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・東京都教育委員会のホームページ内「学びの支援サイト」 

児童・生徒の学びを支援する情報を紹介しています。 

 

・メール・マガジン「Ｓｃｒｕｍ－スクラム－」 

最新号やバックナンバーは、こちらに掲載しています。 

（ＵＲＬ https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/mail_magazine_scrum.html） 

 

・YouTube内「義務教育指導課チャンネル」 

「令和３年度 就学前教育カンファレンス」に係る動画等を掲載しています。 

(ＵＲＬ https://www.youtube.com/channel/UC0dZqHZ8PVXmLFmMYKDBC4A) 

45字×16行 を目安に御寄稿ください。  

令和４年４月 22 日 

通巻 第９３号 

東京都教育庁指導部 

義務教育指導課     

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

Scrum  ―スクラム― 

 

 

令和４年度が始まりました。新型コロナウイルス感染症の脅威は、依然として続いていますが、

各学校・園の子供たちは、学年が一つずつ上がり、新たな気持ちで新年度をスタートさせたこと

と思います。 

さて、東京都は、本年２月に「『未来の東京』戦略 version up 2022」を策定・公表しました。

その中の大きな柱の一つに「チルドレンファースト 子供の目線からの政策展開」があります。

この背景には、東京都議会での「こども基本条例」の制定、国における「こども家庭庁」設置の

決定など、子供を対象にした施策の推進が社会全体で求められている現状があります。 

学校教育の主役は、昔も今も、そしてこの先もずっと「子供たち」であることは当然であり、

「チルドレンファースト」を先行してきたのは、各学校・園だと思っています。しかしながら、

この機会に「本当に子供たちのことを最優先に考えて取組を進めてきたか」、「大人の事情を入

れずに、子供たちにとって何がベストかを常に考えてきたか」など、教育関係者一人一人が自身

の取組や姿勢などを改めて振り返ってみることも必要ではないでしょうか。 

昨年、策定された「東京都教育施策大綱」では、今後、東京が目指す教育として「誰一人取り

残さず、すべての子供が将来への希望を持って、自ら伸び、育つ教育」を掲げています。教育関

係者一人一人が「無限の可能性を秘めた子供たちの持つ力を最大限引き出していく」、「そして、

誰一人取り残さない」ということを常に意識し、皆で力を合わせて学校教育を進めていくことが

重要だと思います。私ども東京都教育委員会の職員も力を合わせて、東京の子供たちのために頑

張ってまいります。 

東京都教育委員会は、今年度も引き続き区市町村教育委員会と連携し、各学校・園、先生方を

支援するとともに、本メール・マガジン「Ｓｃｒｕｍ－スクラム－」や東京都教育委員会ホーム

ページ等を通して、様々な情報を発信してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

●●●学校教育の主役は…●●● 
教育庁指導部 義務教育指導課長 市 川  茂  

   

掲 載 内 容 ○ 指導部義務教育指導課 令和４年度の事業について 

 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 

 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/mail_magazine_scrum.html
https://www.youtube.com/channel/UC0dZqHZ8PVXmLFmMYKDBC4A
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/mail_magazine_scrum.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/learning_support.html
https://www.youtube.com/channel/UC0dZqHZ8PVXmLFmMYKDBC4A
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指導部義務教育指導課 令和４年度の事業について 
 

令和４年度のスタートに当たり、今年度の当課の主な事業について御紹介します。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から予定を変更する場合があります。今

後、区市町村教育委員会を通じて通知等が発出されますので、そちらも併せて御確認くだ

さい。 

 
 
 
 
 
■ 学力向上  

 

○ 児童・生徒の学力向上を図るための調査 

  ・実施日：令和４年５月 16 日（月曜日）から令和４年６月 24 日（金曜日）まで 

  ・対 象：小学校第４学年から第 6 学年までの児童 

中学校第１学年から第３学年までの生徒 

  ・内 容：児童・生徒の学習意欲や学校・家庭での学習の進め方など、学びに向かう力等に

関する内容 

・方 法：児童・生徒用端末を活用し、ウェブシステムを通じて回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善推進拠点校事業 

令和３年度から３年間、授業改善推進拠点校に指定した小学校10校、中学校10校が、各学校

における「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果と「全国学力・学習状況調査」の

結果等を関連付けた分析を行い、より効果的な授業改善の研究・開発に取り組んでいます。 

２年目となる今年度は、各校の取組について報告する「中間発表会」（仮称）を実施する予

定です。詳細は、令和４年秋頃に、区市町村教育委員会を通じてお知らせします。 

 

 

 

 

児童 

 

〈今年度の予定〉 

中間発表会（仮称） 令和５年１月31日（火曜日）午後  

※オンラインを併用したハイブリッド型で実施予定 

生徒 

 

 

…今年度の新規事業 …研修など、先生方に御参加いただく事業 

…コンテストなど、児童・生徒の参加がある事業 児童 

 

生徒 

 

教員 

 

新規 

 

令和３年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」結果に基づいた各種資料について 

調査結果報告書や保護者向け資料等は、下記の URL からダウンロードできます。 

校内研修や保護者会等で、是非御活用ください。 

 
 
     (1) 令和３年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」調査結果報告書等 

URL：https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/research_and_report.html 

 

 

 

       (2) 保護者の皆さんへ「お子さんの学力向上のために大切なこと 」 

URL：https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/parent.html 

 

教員 

 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/research_and_report.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/parent.html
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■ 小学校教科担任制等推進校事業 

 

都では、国に先駆けて昨年度から、都内 10 の小学校を「小学校教科担任制等推進校」に指定

し、小学校教科担任制のモデル事業を実施しています。 

小学校教科担任制等推進校には、中学校の理科又は保健体育の教員を配置し、高学年の理科又

は体育は、配置された教員が指導を行います。また、専科教員が担当する教科（音楽・図工・家

庭など）は、専科教員等が指導を行い、他の教科については、学級担任及び専科教員等が分担し

て指導を行うことで、中学校並の教科担任制を実施していきます。 

 

 

 

 

 

■ 外国語教育 

 

○ 小学校英語専科教員連絡協議会 

  小学校英語専科教員等へ小学校学習指導要領の趣旨等を伝達し、英語専科教員等の資質・能

力の向上や、各小学校における外国語教育の充実を図ります。 

また、小学校英語専科教員同士で情報共有を行います。 

  ・実施日：令和４年４月 26 日（火曜日）、28 日（木曜日） 

  ・会 場：東京都教職員研修センター703 研修室（26 日）、803(1)～(4)研修室（28 日） 

  ・内 容：小学校学習指導要領の趣旨について、外国語科・外国語活動における学習評価等

について、デジタル教科書（英語）を活用した指導について（予定） 

 

○ 小学校英語専科教員配置校訪問 

  今年度新規に配置される小学校英語専科教員を対象に、その現状を把握するとともに、訪問

の際に参観する授業への指導・助言等を通じて、小学校英語専科教員の指導力の向上を図りま

す。 

  ・実施日：令和４年６月から令和５年１月までのうちの１日 

（各配置校と日程調整の上、訪問します。） 

  ・会 場：小学校英語専科教員配置校 

  ・内 容：授業参観、小学校英語専科教員への指導・助言等 

 

○ 中学校英語科教員を対象とした授業力向上セミナー 

  中学校学習指導要領の趣旨を踏まえ、指導と評価の一体化を実現するため、経験豊かな指導

教諭等の実践事例を通じて指導と評価についての理解を深め、授業改善を図ります。 

・実施日：令和４年６月、12 月、令和５年 1 月頃に実施（予定） 

     ※ 詳細な日程は、各区市町村教育委員会を通じて後日お知らせします。 

  ・対 象：中学校英語科教員（希望者） 

  ・内 容：具体的な単元の指導計画に基づいた学習評価の実践事例紹介、協議等（予定） 

 

  

教員 

 

教員 

 

教員 

 

教員 
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■ 理数教育 

 

○ 東京都小学生科学展 

  東京都小学生科学展は、全都の理数好きの小学生が、自ら決めたテーマを深く研究することで

理数についての資質・能力を高め、その成果を発表することを通して、理数好きの児童を更に増

やすことを目的としています。平成 27 年度から開催し、今年度で８回目を迎えます。 

  ・実施日：令和５年１月６日（金曜日）から令和５年１月９日（月曜日・祝日）まで 

  ・会 場：日本科学未来館（江東区青海２ー３ー６） 

  ・対 象：都内公立小学校等及び都立特別支援学校小学部に在籍する児童 

（第１学年から第６学年まで） 

 

○ 中学生科学コンテスト 

  東京都内の中学校等に在籍する生徒が理科・数学等の能力を競い合い切磋琢磨する場を提供

することで、理科・数学等に対する意欲・能力を更に伸ばし、科学好きの生徒の裾野を広げる

とともに、「科学の甲子園ジュニア全国大会」（令和４年 12 月上旬を予定）に参加する東京都代

表チームの選考を行います。 

・実施日：令和４年７月 30 日（土曜日） 

・会 場：武蔵野の森総合スポーツプラザ（調布市西町 290ー11） 

  ・対 象：都内中学校第１・第２学年の生徒 

  ・内 容：3 人１組のチームで筆記・実技競技を行います。 

 

○ 東京ジュニア科学塾 

未来の科学技術を担う人材を輩出するため、東京都内の公立小学校等の第６学年児童、公立

中学校等の第１学年及び第２学年の生徒を対象に、科学に関する専門家等による指導を行う

「東京ジュニア科学塾」を年３回開催します。 

開催予定日は以下の通りです。 

 ・令和 4 年 10 月 23 日（日曜日） 

 ・令和 4 年 12 月 11 日（日曜日） 

 ・令和５年 ２月 12 日（日曜日） 

 募集に関する詳しい情報は、開催日の２か月前に各学校へ通知する 

とともに、東京都教育委員会ホームページでもお知らせします（会場 

での参集型の開催を予定しておりますが、新型コロナウイルスの感染 

状況によっては、オンライン開催に変更する場合があります。）。 

 

○ 理科教育カンファレンス 

都内公立小・中学校等で理科を指導する全ての教員が、都や国における理科の課題や先進事例

を共有し、指導の改善・充実を図るためのカンファレンス（会議）を開催します。 

・日時、会場及び対象地区等 

ア 市町村部、都立学校及び一部の区部 

日 時：令和４年８月 22 日（月曜日）    場 所：パルテノン多摩（多摩市） 

イ 区部（一部を除く） 

日 時：令和４年８月 23 日（火曜日）    場 所：杉並公会堂（杉並区） 

・参加対象：理科を指導する教員（各学校から 1 名）  

児童 

 

《令和３年度の開催》 

 「なぜ混むの？ ～渋滞の科学と解消方法」 

実施日時：令和３年 12 月 12 日（日曜日） 

※オンラインにて開催 

児童 

 

生徒 

 

生徒 

 

教員 
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■ 環境教育 

 

カーボンハーフスタイル推進教育事業 

「中学校学習指導要領解説」及び「高等学校学習指導要領解説」の一部改訂により、脱炭素社会

の実現等に関する記述が追記されました。学校においても、「脱炭素」という世界共通のゴールに向

けて、自然環境や地域、地球規模の諸課題について理解を深め、自分ができることを考えて具体的

に行動することができる児童・生徒を育成する環境教育の必要性がさらに高まっています。 
 

東京都は、2030 年までに温室効果ガス排出量を 50％削減（2000 年比）する、「カーボンハーフ」を表明するとと

もに、この実現に向けて、2019 年に策定・公表した「ゼロエミッション東京戦略」をアップデートし、取組を加速さ

せています。 

また、2030 年カーボンハーフに向けて必要な社会変革の姿・ビジョンとして、「2030・カーボンハーフスタイル」

を提起しています。 
 

 

 

○ カーボンハーフスタイル推進資料の作成・配布 

カーボンハーフスタイルを推進するために、自然環境や地域、地球規模の諸課題に関する教材・

ワークシート、指導資料を作成・配布します。また、授業で電子黒板等に提示できるよう、図表の

電子データをホームページ上で公開します。 

・低学年版、中学年版、高学年版、中学校版の４種類を作成・配布します。 

・都内全公立小・中学校等に一人１台端末を活用した授業が展開できるように、二次元コードの

掲載や、リンクを貼ったワークシート等の資料を作成します。 

・日常的に児童・生徒が見ることができるように、デザインを工夫した啓発用ポスターを作成し

ます。児童・生徒が気候危機等に立ち向かう機運を高められるようにします。 

 

 

○ カーボンハーフスタイル推進教育フォーラムの開催 

都内公立幼・小・中学校等で環境教育を指導する教員を対象に、「脱炭素」という世界共通のゴール

に向けて、自然環境や地域、地球規模の諸課題について理解を深めます。幼児・児童・生徒が自分の

できることを考え、具体的な行動ができるようにするために、都や国における先進的な指導実践、環

境教育の課題や先進事例を共有し、指導の改善・充実を図るフォーラムを開催します。 

○概 要 

・日 時：令和４年 11 月 24 日（木曜日）13：30～16：30 

・会 場：たましん RISURU ホール（立川市錦町３－３－20） 

・対 象：都内公立幼・小・中学校教員 400～500 名 

○内 容 

・東京都教育委員会からの説明 

・環境教育実践校の発表 

・関係各局による展示発表 

・講 演 

  

教員 

 

児童 

 

教員 

 

生徒 

 

新規 

 

新規 
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■ 道徳教育 

 

○ 「特別の教科 道徳」授業力向上セミナー 

  子供たちの豊かな心を着実に育む道徳科授業の充実に向けて、「『特別の教科 道徳』授業力

向上セミナー」を実施します。本セミナーでは、東京都道徳教育推進委員による授業を公開す

るとともに、道徳科の指導の工夫や評価の在り方等について協議等を行います。小・中学校そ

れぞれ３回ずつ実施する予定ですので、道徳科の授業力向上に向け、是非、御参加ください。 

 

○ 道徳教育に関する参考資料について 

以下の資料を、東京都教職員研修センターウェブサイトの教職員専用ページ内に掲載してい

ます。是非、御活用ください。 

・「特別の教科 道徳」授業力向上セミナー資料 

「東京都道徳教育教材集（心シリーズ）」や「私たちの道徳」（文部科学省）から教材を選

び、授業を公開しました。小・中学校それぞれ２つずつ資料を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

・道徳教育カリキュラム・マネジメントガイドブック「Do-NAVI vol.１~３」 

学校の教育活動全体を通じて取り組む道徳教育の在り方や考え方について、東京都道徳教育

モデル校の取組や具体的な事例などを紹介しながら解説しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「道徳科 校内研修ノート」 

道徳教育に関する 17 の項目について、 

校内研修で活用できる演習シートを掲載 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員 
 

教員 
 

vol.1 

道徳科 

校内研修ノート 

小学校資料 中学校資料 

vol.２ vol.３ 

資料の掲載先はこちら 

東京都教職員研修センターウェブサイト 

教職員専用ページ 

マイ・キャリアノート 

教育開発課のページ 
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○ 東京都道徳教育教材集の活用の推進 

  都内全公立小・中学校等の児童・生徒を対象に、都独自の道徳教育教材集「心あかるく」（小

学校低学年版）、「心しなやかに」（小学校中学年版）、「心たくましく」（小学校高学年版）、「心

みつめて」（中学校版）を配布しています。第二章の読み物教材を充実させるとともに、発問例

を付し、「考え、議論する道徳」の実現に資するよう工夫しています。 

また、様々な道徳的価値について、家庭で子供たちと保護者が一緒に考えたり話し合ったり

することもできます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

■ 就学前教育 

 

○ 就学前教育カンファレンス 

就学前教育と小学校教育との円滑な接続及び就学前教育の重要性について、小学校教員・保

育者等に広く啓発を図るためのカンファレンス（会議）を開催します。 

・実施日：令和４年７月 28 日（木曜日）午後 

・会 場：杉並公会堂 

・参加対象：国公私立就学前施設関係者（幼稚園教諭、保育士、保育教諭等）、国公私立小学校

教員、公私立特別支援学校教員、区市町村教育委員会指導主事、各主管課職員等

（定員 500 名程度を予定） 

・テーマ：就学前教育と小学校教育との一層の円滑な接続のために（予定） 

 

○ 幼稚園教育研究協議会 

幼稚園教育の振興・充実を図るために、公開保育や協議主題に基づいた研究協議会、講演等

を行います。 

・実施時期：令和４年９月から 11 月頃までを予定 

・会 場：都内公立幼稚園及び私立幼稚園（各１園ずつを予定） 

・協議主題：○「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」における議論等を踏まえ、幼児

教育と小学校教育の円滑な接続の推進について 

○指導計画の作成、保育の展開、指導の過程の評価・改善について 

 

就学前教育カンファレンス及び幼稚園教育研究協議会での実践発表や講演内容は、

義務教育指導課の YouTube チャンネルにて配信予定です。 

 

 

児童 
 

教員 
 

東京都道徳教育教材集 小学校版    中学校版 

生徒 
 

  学校と家庭とが一体となって取り組む

道徳教育の充実に向け、東京都道徳教育

教材集を是非御活用ください（教材集と

併せて配布している「保護者用リーフレ

ット」では、家庭での教材集の活用例な

どを紹介しています。）。 

 

教員 

 

教員 

 

YouTubeチャンネル 

二次元コード 


